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の最大固有値入mα。を用いて以下のように算出す  1．はじめに   

A11P（AnalyticfIierarchyProcess）lま、Saaty  

によって提唱された人間の主観的判断による意思  

決定手法であり、多数の分野において数多く適用  

されている。AHPでは、各階層ごとに各要素間の  

重要性について一対比較を行い、評価値を1つ与  

えている。一方、この一対比較の評価値を区間で  

与える方法が文献〔1，2，5】等で示されており、こ  

れを区間AHPと呼ぶことにする。   

区間AⅡPでは、従来のAHPのように一対比  

較の結果として与えられた一対比較行列の整合性  

を判断する方法が確立されていない。つまり、区  

間値で与えられた一対比較行列の整合度（C・Ⅰ・‥  

consistencyindex）が議論されていない○そこで  

本研究では、区間AHPにおける整合度を算出す  

る方法を提案する。そして、この整合度算出方法  

を用いた数値例を示す。  

2．AHPにおける整合度   

文献〔3，4，6】等にAHPの整合度（C・Ⅰ・）につい  

て詳しい記述があるので、本章では詳しい記述を  

省き、従来のAHPにおける整合度を以下のよう  

に簡単にまとめ、記述する。   

AHPでは、各階層ごとに各要素間の重要性に  

っいて一対比較を行う。その一対比較の結果とし  

て与えられた評価値を行列形式で表現したものを、  

一対比較行列Aと呼び、次のように表現する。   

るものである。  
TI  

AノU＝入mα。叫∑叫＝1・  
メ＝1  

（1）  

【整合度】  

整合度（C・Ⅰ・）＝  
入mαで一花  

（2）   

氾－1  

一対比較行列Aが完全な整合性を持つ場合に  

は、整合度が0となり、この値が大きくなるにっ  

れて、一対比較行列Aの整合性が悪くなる。ま  
た、Saatyはこの整合度が0・1以上になった場合  

には、一対比較行列Aの値を再検討しなければ  

ならないことを、経験則より提案している。   

3．区間AHPにおける整合鹿   

本章では、まず区間AHPにおける整合度算出  
モデルを提案し、ついで区間AHPにおける整合  

度を定義する。この定義は、従来のAHPにおけ  
る整合度の定義に対応した形となっている○   

従来のAHPと同様に区間AHPでも、各階層  
ごとに各要素間の重要性について一対比較を行う。  

しかし区間AHPでは、その一対比較の結果とし  

て与えられた評価値が区間であり、それを行列形  
式で表現したものを、区間値で与えられた一対比  

較行列AJとし、次のように表現する。  
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文献【1，2，5】等では、この区間値で与えられた  

一対比較行町AJから様々な方法により各要素間  

の重要度びJを算出している。しかし区間AHP  

では、従来のAHPにおいてなされた一対比較行  

この一対比較行列Aが、どの程度整合性があ  

るのかを表す尺度として、Saatyは整合度（C・Ⅰ・）  

を提案している。この整合度は、一対比較行列A  
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列AJに対する整合性の判断基準がない。そこで  

本研究は、区間値で与えられた一対比較行列AJ  

に対して、従来のAHP同様に整合度を用い、そ  

の行列のなかで整合性が最悪の場合の行列の組を  

基準にして判断することを提案する。また従来の  

AHP同様に、この最悪の整合度が0．1以上になっ  

た場合には、区間値で与えられた一対比較行列AJ  

【0．3341，0．8496〕  

【0．1147，0・3378】  

【0．0824，0・2428】  

【0．0726，0．2259】  

wJ＝  
（6）  

整合度（C・Ⅰ・Ⅰ・）＝0・0183・  （7）  

の区間値を再検討しなければならないとする。【例2】  

3．1．整合度算出モデル   

本節では、区間値で与えられた一対比較行列A∫  
AJ＝  

のなかで整合性が最悪の場合の行列の組の最大固  

有値を算出するためのモデルを、次のように定式  

化する。  

1【4，5】【2，4】【6，7】   

1【2，3】【5，8】  

1【吉，喜】  
1  

，   （8）  

【0・4243，0・7420】  

［0・1917，0・3376】  

【0．0612，0．1283】  

【0．0701，0．1303】  

wJ＝  
（9）  【整合度算出モデル】  
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（宣，J＝1，…，m），  

（3）  

∑木判＝Å町（f＝1，・‥，乃），  
メ＝1  

ごiメェJi＝1，  （よ，ノ＝1，…，乃），  

叫＞0，  （盲＝1，‥．，乃）．  

この整合度算出モデルの最適目的関数値の解を  

入＊とする。  

5．おわりに  

本研究では、区間AHPにおける整合度を算出  

する方法を提案した。この方法を用いることで、従  

来のAHPと同様に区間値で与えられた一対比較行  

列に対しても整合性の議論ができるようになった。  
3．2．整合度の定義   

区間値で与えられた一対比較行列AJの整合度  
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4．数値例  
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【例1】  

1【2，4】［3，5】［3，5］   

1【喜，1］【2，5】  

1［喜，1］  
1  

AJ＝  
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